
ガソリンのＲＡと取扱い注意表示　 の「見える化」

「現場の発電機等で使うガソリンは特定化学物質に該当するのか。？」
「特定化学物質に該当するののであれば　ＳＤＳ表示が必要か。？」
「ガソリンのリスクアセスメントも必要か。？」
「セルフのガソリンスタンドでＳＤＳ表示を見たことがない。必要ないのでは。」
現場では、この様な疑問は多く出ますが、そのまま放置されているのが実情です。

　ガソリンは特定化学物質か。ＳＤＳ表示が必要かを調べ、事故事例もあわせて
現場のガソリン携行缶保管場所に

【リスクアセスメントＱ＆Ａ】と【ガソリン爆発事故例の注意表示（長崎県消防保安室）】

表示して注意喚起を行っています。

　　　Q＆Ａ　と注意表示 ガソリン携行缶保管場所にQ＆Ａ　と注意表示を掲示

    ガソリン携行缶保管箱にQ＆Ａと注意表示を掲示 　　　　ガソリン携行缶保管用専用箱



　　　ガソリンは消防法第2条7項 第類「引火性液体　第一石油類」に該当して　指定数量200ℓの1/5（40ℓ）以上は
　　消防署長への届出が必要な危険物です。緊急時の予備燃料として最低限必要数量を保管管理して下さい。

Ⅵ．化学物質による危険の「見える化」


